研修出張様式５


研修報告書

	所　　属　　認知症共同生活住居G　　職　種　介護福祉士　　氏　名  松川　達也

	期　　間　　平成26年　  10月　16日　

	出張目的    平成26年全国老人保健施設大会　岩手

	出 張 先    盛岡駅周辺5会場

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


<考察>

今回、自身初めて全国老人保健施設大会へ参加してきました。認知症ケア専門士のケア学会へ参加した経験があり、規模や概要については掴むことは出来ていたので、発表者、参加者として大会に向けての準備はスムーズに取り組むことが出来たと思います。当日の発表では時間内に終える事が出来、また、座長からの「ホームに入居されている方の平均介護度は？」「利用者様それぞれにどの程度介入してもらい、取り組んだのか？」という質問にも言葉に詰まることなく答えることが出来ました。全国レベルで南寿の里の取り組みを発表することが出来たこと、また、研究に取り組むにあたり、主としてすすめてくれた研究担当者、他スタッフの協力に感謝したいと思います。

　各発表、主に地域との連携、家族との関係・信頼、職員管理の為の管理・運営という部分に注目し、演題をピックアップし、傾聴して参りました。今年度、南寿の里へ異動となり、グループホームは“地域密着型”という位置付けではありますが、南寿の里オリジナルの南寿の里にしか出来ない“何か”について、今ひとつ、物足りなさを感じている現状でありました。スタッフのレベルや管理・運営という基盤は出来上がっており、さらに発展・展開させていく為には、他事業所の研究を参考に出来たらと聞いておりました。下記に各発表を抜粋し記載しています。まず、ご家族様と利用者の繋がりについて、面会中止期間にいかに利用者の状態をご家族様へ伝えるかという取り組みです。南寿の里では現在、南寿便りをツールのひとつとして毎月ご家族様へ送付しています。行事の様子はもちろんですが、利用者様個々の記事を盛り込むことで、ご家族様から好評を頂いています。この取り組みについては南寿の里で取り入れていたので、今後もご家族様との繋がりを切らさないよう、中身の濃い便りを継続してければと思います。次に、利用者家族の悩みを共有し、負担を軽減する為には？という取り組みについて、南寿の里では二ヶ月に一度、運営推進会議を開催していますので、施設の取り組みに近いものとしてイメージしながら聞いていました。会議への参加者が少ない上、決まったメンバーの参加が多く、ご家族様間での情報交換・共有の場が少ないように感じていました。ご家族様同士の交流会はとても興味深く、将来的に取り組みたい内容と思いました。次に、研修についてです。青仁会全体として、研修や学習する機会は多く、スキルアップの場は広く提供されています。今後も継続したスキルアップの場の提供と研修への参加を管理する場として促していきたいと思います。最後に、新人教育についてです。発表は新人職員にスポットを当てていましたが、今年度、南寿の里でも退職者が一名おり、管理職としてチーム全体の協調性向上や本人のフォローの方法については反省する部分もありました。バックアップする体制とフォローアップの重要性を改めて認識し、今、異動となったスタッフへの介入へ活かしていきたいと思える内容でした。今回は老人保健施設としての取り組みでしたが、地域との繋がりや家族との関係はグループホームでも重要な役割ですので、研修で得た知識を伝達し、スタッフが少しでも吸収し、これからの業務に活かしていきたいと思います。

＜各発表・一般演題＞

①「元気だよ！」
～家族と利用者との繋がり～
(発表) 介護老人保健施設　希望(岩手県)
高齢者にとって感染症が流行する冬期間を乗り切る事は、至難の技とも言える。高齢者福祉施設においては、一度感染者が出た場合、蔓延する不安もあり「持ち込まない、持ち出さない、広げない」を頭に置きできる予防策を行う必要がある。当施設では、インフルエンザ等の感染予防のため3年前より面会禁止を行っている。その実施においての入所者の「元気かな？」「家族に会いたい」という思い、家族の「利用者の様子を知りたい」という思いを知り、「何か利用者と家族をつないでいく方法はないだろうか」と考え、取り組みを行った。

＜実施方法＞
期間　平成25年12月〜平成26年5月
対象　入所者全員（長期入所68名）
内容
1　年賀状を家族へ送る。書くことができる入所者は名前などを書いてもらい近況の写真を貼る。　　　
2　レクリエーション時や日常の様子の写真を洗濯物置場へ行く廊下へ貼り出す。　　　
3　毎月（1 〜3月）の広報を渡し入所中の様子を知ってもらう。　　　
4 面会禁止の解除後、全利用者家族へのアンケートを実施。

＜実施結果＞
年賀状については、手書きが難しい方には干支のスタンプを押してもらい職員が文章の代筆をおこない写真を貼って家族へ送った。片マヒの方、認知症の方でも名前や住所を書くことが出来た事に、職員は驚かされた。手書きができる入所者には一言添えて書いてもらった。家族から返事が届いた入所者は文面を読みとても喜んでいた。写真の貼り出し、広報の送付はレクリエーション時や日常の入所者の様子、普段見られない表情などを知ってもらう良い機会になった。廊下で立ち止まり、写真を見ていく家族も多くみられた。平成26年4月10日〜面会禁止が解除になった後、家族へのアンケートを実施した。アンケートの結果は、返信があった家族のうち、毎月の広報について97％が良かったと回答された。年賀状と廊下へ写真の掲示は86％が良かったと回答があり、その他は未回答であった。

＜考察＞
アンケート結果より、年賀状は初めての取り組みだったが、家族より「涙が出るほど嬉しかった。また書いて欲しい」などの意見をもらった。なかなか利用者と会えない方からは「年賀状をもらい元気なことが判り良かった」との意見も聞かれた。また、「感染予防等での面会禁止は仕方がない」との意見が多く、面会禁止を理解してくれていることがわかり安心した。写真の掲示についても、「日頃の様子がわかり良かった」との意見が聞かれた。また、「面会禁止は仕方がないが、体調が安定している時は会わせて欲しい」「何ヶ月も会えないのは辛い」との意見が多く聞かれ、会えない事への対応に不満があることもわかった。家族と面会が出来るようになり、笑って会話をしている姿は、ほほえましく、あらためて家族とのつながりの大切さがわかった。

＜まとめ＞
今後も毎年の面会禁止は避けられない事である。施設の対応としては、職員・入所者のインフルエンザワクチン注射の実施と、スタンダードプリコーション（感染予防）の実施を行い、感染症の発生を予防している。アンケートを実施し、面会禁止の期間、家族もいろいろな思いで、面会出来る日を待ち望んでいる事がわかった。入所者とその家族のつながりが続くよう日常の様子を伝え、そしてお互いの心配、不安が少しでも取り除けるよう今後も取り組みを行っていきたい。

②利用者家族との関係構築への取り組み
(発表) 介護老人保健施設　西美濃さくら苑(岐阜県)
　介護老人保健施設は、地域や家族との結びつきを重視した運営を理念とし、在宅復帰・在宅療養支援を役割としている。当施設もこれまでに家族との関わりを密に行えるよう働きかけている。しかし、現状の関わり方は施設職員と家族との1対1であることが多い。そこで、複数の家族と共に話し合うことで家族の表には出てこないその奥にある思いを見出すことにより、在宅復帰や在宅生活を継続する為の支援の幅を広げることを目的として、家族交流会を開催したのでここに報告する。

【対象、及び案内】
　施設サービス利用者（入所）、在宅サービス利用者（通所リハビリ・短期入所）及び、居宅介護支援事業所利用者の家族を対象に開催案内兼出席票を配布した。また、施設内にポスターを掲示した。

【開催方法】
●第1回目　平成25年9月25日（水）14時〜15時　　参加者…25家族
・最初に参加者へのリラックス効果や利用者の日頃の様子を家族に伝える目的でスライドショーを上映し、1グループ5 〜6名で、入所・短期入所・通所・居宅等のサービスが混在するよう5グループに分け、各グループに担当スタッフを約3名（司会進行役1名・書記1名・各部署参加スタッフ1名）配置し、それぞれサービスの内容を説明後、フリートークを行い全体での情報共有を図る。終了後にアンケートを実施し、利用形態により違う問題があることが判明した。
●第2回目　平成25年12月4日（水）14時〜15時　　参加者…22家族（前回参加者15家族）
・第1回目のアンケート結果から、家族が本音で話せる場の必要性を感じ、第2回目の開催では意見の出しやすい工夫をし、茶話会をイメージした話しやすい雰囲気作りを考え、施設の手作りおやつを提供した。
・今回は利用サービスごとにグループを割り振り、共通の課題を語ってもらえるよう、ほとんどの時間をフリートークとした。結果、介護の同じ悩み、対処方法など家族同士の共感がみられた。終了後、アンケートを実施し、介護者が共通の悩みや対応を求めていることが判明した。
●第3回目　平成26年6月24日（火）　18時〜18時45分　参加者…21家族（全3回参加者9家族）
・これまでのアンケート結果で夕方や土・日の開催希望があり、18時からの開催とした。また、家族の中には表に出さないが施設生活・在宅介護の中での不安や要望があることから、テーマを「上手な施設の使い方」とし、前もって依頼をした3名の家族に参加者の前で話をしてもらった。その後、第1回同様のグループ分けにてグループ内の意見交換を行う。
・今回も第1回目と同内容のアンケートを実施し、施設サービス・在宅サービスの内容を認識して利用してもらうための情報提供といったものの必要性を感じた。
【結果・考察】
　第1・2回目では最初こそ参加家族に緊張感が見て取れるも、時間の経過と共に家族同士が互いに打ち解け、意見交換終了の時間となってもまだ話が尽きない状況や、交流会終了後に家族同士で会話している光景が多く見受けられた。また、アンケート結果からも、介護している家族の体験や思いに共感でき、介護仲間と知り合える時間や家族が話しやすい環境を設けることはとても大切である。そして、支援していく中で利用者との関わりはもちろんのこと、それ以外にも家族との関わりはとても重要であると改めて実感した。
　「上手な施設の使い方」とテーマを設定した第3回目では、ある一人の入所家族（長男）に興味深い変化を見ることができた。利用者である母親には入所利用にてADLの回復が認められた。それに伴い退所（在宅復帰）の現実味を帯びてくるものの、在宅に連れて戻ったことをイメージした時に介護サービスや介護制度などについてわからないことでの不安が増大。同じグループ内には、入所利用⇒在宅復帰（当施設の通所・短期入所利用）した家族やリピート入所している家族が同席しており、長男が次々と吐露する「わからない」に対して体験を交えた説明がされることにより、不安が解消されていく様が見て取れた。当然のことながら、入所中においても長男から同様の質問に対して相談員より説明がされてはいたものの、実体験を背景とした家族間の意見交流は専門職による説明より説得力があることを垣間見た。家族が抱える不安や課題を抽出し、家族者間だからこそ通じ合える・得られるものが家族交流会にはある。また、施設職員としても家族の抱えるニーズがより顕在化することで、それら一つひとつの解決にあたることができる。そのための手立てを増やすことによって、自施設における利用率や在宅復帰率UPを見込むことができるのではないかと考える。
【まとめ】
　家族交流会を通じて利用者家族が持つ悩みや不安を解消し、安心してサービスを利用して頂ける為に、支援相談員の立場で今後も地域との繋がり、利用者と繋がっていくことが重要であると実感した。

③みんなで学ぼう！オンデマンド
(発表) 介護老人保健施設　セントラル大田(東京都)
セントラル大田では、研修委員会が中心となり、毎月施設内での研修を企画・実施している。しかし、職員の人員不足があり研修の参加が難しい状況となっている。慢性的な人手不足は介護業界における大きな問題であるが、直ぐに解消出来るというものでもない。では、そんな中でも現場で働く職員が参加しやすい、また参加したいと思える研修
とはどんなものなのか？実際に今まで企画・実施してきた研修から何を学び業務に活かせているのか？どんな工夫により多くのスタッフが研修に参加してもらえるか、今後の研修のあり方について見直すために、2年間の研修アンケートを元に分析してみた。
【研究方法】

期間：H24年4月〜H26年3月　対象：介護士・看護師・リハビリ職員など全施設職員
（褥瘡ケア・排泄ケア・リスクマネジメント・感染症対策・AED講習など）
方法：研修資料と一緒に配布したアンケート用紙を、研修終了後に回収。回答は無記名での記入とした。
アンケート内容：1.研修に参加しての感想　2.研修内容についての感想　3.研修の理解度　4.業務に活かせるか、内容が否か　5.講師について　分かりやすかったか　6.配布資料　内容について分かりやすかったか　7.次回参加希望の有無
以上7項目についての評価を、選択式での回答とした。
　その他、自由回答欄を設け、研修に対する率直な意見を募った。さらに、H25年度からインターネット配信の「オンデマンド研修」についても、研修アンケートを開始した。
【結果】

研修ごとのアンケートを集計し、項目別に分類。アンケート回収率：H24年度89％、H25年度86％
アンケート結果から各研修における評価と、年間を通して研修全体に対する評価を打ち出した。主な研修の参加者数は以下の通りであった。
　AED研修：H24年度33名、H25年度23名
　認知症研修：H24年度39名、H25年度19名
　感染症研修：H24年度28名、H25年度48名
　排泄ケア研修：H24年度32名、H25年度14名
　褥瘡研修：H25年度28名
　介護報酬改定研修：H24年度15名
　年間を通し1 〜3に関しては良かった・理解出来たと8割近くの職員が感じており、満足感を抱いているという結果が得られた。しかし、5.講師の分かりやすさは7割、6.資料の分かりやすさについては6割程度に留まっている。約8割が7.次回の参加も希望しているが、H24年度とH25年度とでは、参加人数がH24年度が283名、H25年度が207名と減少している。自由回答欄では、「講義だけではなくロールプレイや事例検討、実際の機器などに触れながら学べる研修を求める」といった声が多く挙がった。また事例検討については、「他施設で起きた事故事例など、普段とは違う状況の中で起きた場合を
想定した勉強をしたい」という意見も聞かれた。
【考察】

参加した約8割の職員が、研修に参加して良かったと感じている。内容や理解度についても、8割近くの職員から満足度を得られているが、研修自体の分かりやすさという点では不満を感じている職員の割合が増えている。
　AEDや褥瘡、感染症といった日々の業務に直結している研修ついては、参加人数が多い傾向にある。反対に、認知症についてなど漠然とした研修については参加率が減少している。また、法改定についての研修は、現場で働く職員からするとあまり興味が得られず、参加率が低いといったことが分かった。H24年度とH25年度とでは、同内容の研修を実施しているが、前年に受講した職員が同内容の研修に参加しなかったことが、参加率減少の要因と考えられる。研修が業務時間外（17:40 〜）に開催されることが主なため、当日出勤の職員しか参加できないといった背景が、研修参加率の上昇を妨げているものだと推測される。また研修が月に1回しか開催されず、全職員を対象としていてもシフトの業務であるため、なかなか参加出来ずに終わってしまう事も大きな要因と思われる。
　現場ですぐに活用できそうな研修の方が、職員も研修に参加しやすいといった点がデータから読み取れるのではないか。オンデマンド研修に関しては、インターネット配信であるため、同じ研修を複数回に分けて開催する事が可能・時間を選ばずに開催する事が可能といったメリットがある。しかし、医療従事者向けの研修が多く、医療専門用語などが頻繁に使われ分かりやすい内容ではなかった、との感想が多く挙がった。状況としては研修参加率がなかなか伸びないのが現状である。まだ導入を始めたばかりであり、運営方法について明確なガイドラインが策定出来ていない事が参加者数の増員に繋がっていないと考えられる。
【まとめ】

職員の研修に対するニーズは高いと考えられるが、それに参加者数が比例していない要因として、やはり人員不足による参加時間の確保が困難である事と、研修自体の開催回数が少なく、参加したくとも出来ない、といった事が見えてきた。
　時間と研修内容の融通の利く、オンデマンド研修の有効性について、まだまだ試験的段階であり確実な有効データは揃ってはいない。いつでも手軽に研修を開催出来る簡便性と、現場に直結した内容を提供できるといった強みを活かし、今後も定期的に研修を続けていく事で、施設として定着化を図っていきたい。また、職員研修の運営基準を整備し、職員の意見を反映させ誰もが受けやすい研修の確立を目指していく。

④新人教育の充実
～新人職員の離職を防ぐために～
(発表) 介護老人保健施設　グレイスフル春日井(愛知県)
平成12年4月に開設しており、今年で15年目を迎えている。今年度からは、「笑顔と挨拶があふれる施設」を目標に掲げて、日々、利用者様の自立支援、個別ケアを実践している。
　またISO9001を認証取得しており、継続的な業務改善に取り組んでいる。その中で、「新人教育の充実」は職員定着、ケアの質向上につながる重要なテーマであり、施設全体で継続的に改善を図る必要がある。入所定員は90名、平均要介護度は3.2（平成26年6月）である。
【目的】
　昨年度までの新人教育の効果を確認しながら、施設全体で計画的に、新人教育の充実を図り、今年度入職した、3名の新人職員の離職を防止する。
【方法】
　今年度も基本的には昨年度と同様、主に以下の1 〜6の体制で、新人教育を進めている。昨年度の反省を踏まえて、内容5を一部修正した。
1. 法人マニュアルで定められた指導の実施
基本介護チェックに沿った指導と振り返りを実施、基本的な介護技術を習得する。
2. 新人フォローアップ研修の実施
新人職員同士の交流の機会を図り、不安や悩みの共有、目標設定などのエリア内、及び施設内フォローアップ研修を実施する。
3. メンタルヘルス研修の実施
外部講師の臨床心理士による、メンタルヘルス研修の実施とフォローを依頼する。
4. 新人指導担当者の配置
主に指導する介護職を1名、さらにサポートの介護職1名、看護職1名を配置する。
5. 新人指導教育計画の立案
緊急時に直面した際の対応、またケアカンファレンスや入所、退所時の準備、書類作成について、計画的に指導しておらず、担当者任せになっていたので、今年度は日勤、夜勤業務の独り立ちをはじめ、業務スケジュールを踏まえた、年間の教育計画を立案する。
6. 新人指導担当連絡会議の実施
指導担当者が月に1回、指導状況を報告する。状況や教育効果を確認して、研修内容の追加、修正を図る。
【結果】
1. 基本介護チェック表を用いて、担当者がスケジュール通りに指導、チェックが行えており、習得が不足していると判断した項目についてのフォローも行えている。
2. 同期が集まり交流することで、互いの成長した姿に刺激を受け、モチベーションの向上につながっている。
3. 研修の実施により、外部の専門家がサポートする体制があることも確認できて良かったとの意見が挙げられ、継続的にフォローを受けている職員もいる。
4. 基本介護チェック終了後を目安にして、計画的に担当者を交替して、多角的な視点から、幅広く学ぶことが出来るようにすることが提案された。
5. 日勤、夜勤業務の独り立ちの前に、緊急時の対応についての研修を実施した。研修前に対応するケースがあったが、振り返る機会になると同時に、不安を共有、把握する機会となり、効果を確認できた。
6. 担当者と新人職員が、互いに教育計画を共有したことで、スケジュールが確認し易くなった。フロア会議で周知することで、担当以外の職員の意見を貰えるように、改善を図っている。
【まとめ】
　昨年度までの反省を踏まえて改善された今年度の新人指導体制は、現在進行中である。教育体制以外の要因、様々な課題はあるが、過去3年間、退職した新人職員は0名であり、早期の離職を防ぐことは出来ている。今後も新人職員を大切に指導して、職員の定着とケアの質が向上するように、継続的に取り組みたい。
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